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三
浦
正
幸

共
同
研
究
の
経
過
と
概
要

　本
書
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
以
下
、
歴
博
）
が
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
〇
六

年
度
に
か
け
て
お
こ
な
っ
た
、
基
幹
研
究
「
神
仏
と
生
死
に
関
す
る
通
史
的
研
究
」

（
総
括
研
究
代
表
者

　新
谷
尚
紀
）
を
構
成
す
る
二
つ
の
共
同
研
究
の
う
ち
、「
神
仏

信
仰
に
関
す
る
通
史
的
研
究
」（
研
究
代
表
者

　三
浦
正
幸
）
と
し
て
お
こ
な
っ
た

研
究
の
成
果
報
告
書
で
あ
る
。
な
お
、
も
う
一
つ
の
共
同
研
究
「
生
老
死
と
儀
礼
に

関
す
る
通
史
的
研
究
」（
研
究
代
表
者

　新
谷
尚
紀
）
の
成
果
報
告
書
は
、『
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
四
一
集
と
し
て
別
に
発
行
す
る
も
の
と
す
る
。

　こ
の
基
幹
研
究
は
、
歴
博
の
創
設
時
以
来
の
「
基
層
信
仰
」
と
い
う
基
幹
研
究
課

題
に
包
含
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
歴
博
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
研

究
成
果
を
継
承
し
つ
つ
、
そ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
新
た
な
研
究
開
拓
を
目
指
し

た
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
歴
史
と
文
化
に
関
す
る
研
究
分
野
に
お
い
て
我
が
国
の
中

核
的
研
究
機
関
の
一
つ
で
あ
る
歴
博
に
と
っ
て
、
神
仏
信
仰
と
生
死
観
念
に
関
す
る

本
基
幹
研
究
は
、
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　こ
の
基
幹
研
究
で
は
、「
社
会
・
記
憶
・
表
象
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
掲
げ
、

多
様
な
研
究
分
野
か
ら
通
史
的
な
歴
史
知
識
や
研
究
成
果
を
集
成
す
る
基
礎
的
作

業
を
お
こ
な
う
。
こ
の
方
面
の
研
究
課
題
は
こ
れ
ま
で
観
念
的
に
捉
え
ら
れ
が
ち
で

あ
っ
た
が
、よ
り
具
体
的
、実
証
的
に
研
究
を
推
進
す
る
も
の
と
し
た
。し
た
が
っ
て
、

建
造
物
・
美
術
工
芸
品
・
樹
木
と
い
っ
た
モ
ノ
、
文
献
や
絵
画
や
古
写
真
な
ど
の
歴

史
資
料
、
あ
る
い
は
儀
礼
・
慣
習
と
い
っ
た
無
形
の
伝
統
的
文
化
資
料
を
総
合
し
て
、

そ
れ
ら
の
具
体
的
な
再
確
認
と
そ
の
論
理
的
解
釈
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
る
。
歴
博

の
民
俗
や
歴
史
の
研
究
者
に
加
え
て
、
宗
教
史
・
神
道
学
・
国
文
学
・
建
築
史
・
美

術
工
芸
史
・
植
生
史
な
ど
の
学
際
的
な
研
究
者
と
の
協
業
の
も
と
に
研
究
を
進
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
列
島
に
展
開
し
た
神
仏
信
仰
と
生
死
観
念
を
歴
史
的
観
点
か

ら
日
本
文
化
論
の
文
脈
で
明
ら
か
に
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
研
究
の
ね
ら
い
が
あ
る
。

（
1
）
共
同
研
究
の
目
的

　こ
の
「
神
仏
信
仰
に
関
す
る
通
史
的
研
究
」
は
、
神
仏
習
合
（
神
仏
混
淆
）
と
い

う
仏
教
と
の
交
渉
事
象
を
神
社
側
か
ら
見
た
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
ま
ず
は
神
社
と
神

祇
信
仰
の
歴
史
研
究
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
神
社
を
単
に
宗
教
的
な
施
設
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
政
治
的
宗
教
的
権
威
と
し
て
、
あ
る
い
は
建
造
物
・
美
術
工
芸
品
の

創
造
技
能
や
伝
統
的
芸
能
・
儀
礼
の
創
作
技
能
の
表
象
的
機
能
と
し
て
、
観
光
資
源

的
機
能
や
環
境
保
全
機
能
と
し
て
、
文
献
資
料
や
美
術
工
芸
品
等
の
収
蔵
保
管
機
能

と
し
て
な
ど
、
多
種
多
様
な
機
能
を
併
せ
も
つ
有
機
的
文
化
構
造
物
と
み
る
視
点
に

立
ち
、
多
様
な
専
門
分
野
の
研
究
者
の
学
際
的
な
協
業
に
よ
り
、
日
本
文
化
論
の
文

脈
で
神
社
と
神
祇
信
仰
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
歴
史
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
誰
が
何
の
た
め
に
神
仏
（
習
合
的
に
見
た
神
）
の
存
在
を
強
調
し
、
神
社
と
い
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う
建
造
物
と
モ
リ
の
複
合
的
施
設
の
場
に
信
仰
と
儀
礼
と
芸
能
と
を
仕
組
ん
で
き
た

の
か
と
い
う
問
題
を
、
具
体
的
な
歴
史
資
料
情
報
の
蓄
積
と
い
う
基
礎
作
業
を
試
み

つ
つ
理
論
的
考
究
を
併
せ
試
み
た
。

　二
〇
〇
四
年
度
か
ら
〇
五
年
度
は
、
広
範
な
歴
史
学
、
民
俗
学
な
ど
に
お
け
る
神

社
研
究
の
論
文
・
文
献
目
録
の
作
成
作
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
古
代
か
ら
近
現

代
に
い
た
る
各
時
代
、
各
分
野
に
お
け
る
神
社
と
神
祇
信
仰
に
関
連
す
る
個
別
研
究

を
渉
猟
し
、
そ
れ
ら
を
統
合
し
た
総
合
的
な
神
社
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
研
究
会
を
開
催
し
議
論
を
お
こ
な
っ
た
。

　二
〇
〇
六
年
度
に
は
、
当
初
よ
り
続
け
て
き
た
研
究
会
の
成
果
を
集
大
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
活
動
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
会
に
お
い
て
、
多
様
な

専
門
分
野
か
ら
の
研
究
者
の
学
際
的
な
協
業
に
よ
り
、
神
社
と
神
祇
信
仰
に
関
す
る

広
範
な
分
野
を
糾
合
し
た
、
初
め
て
と
も
言
っ
て
よ
い
研
究
論
文
・
文
献
目
録
の
作

成
作
業
を
行
い
、
大
部
な
『
研
究
動
向
・
文
献
目
録
』
の
編
集
を
行
っ
た
。

　そ
の
作
業
を
通
じ
て
、
神
社
と
神
祇
信
仰
の
歴
史
の
上
で
画
期
と
な
る
時
期
と
し

て
、一
〇
世
紀
（
文
化
の
国
風
化
の
時
期
、一
宮
な
ど
新
し
い
有
力
神
社
の
萌
芽
期
）、

一
四
世
紀
（
古
代
か
ら
の
有
力
神
社
の
衰
退
期
、
村
の
鎮
守
社
に
繋
が
る
新
し
い
神

社
の
創
設
期
）、一
六
世
紀
後
半
～
一
七
世
紀
（
中
世
に
失
わ
れ
た
文
化
の
再
興
期
）、

一
九
世
紀
（
神
仏
分
離
と
政
治
権
力
の
介
入
期
）
の
四
つ
の
変
革
期
が
想
定
さ
れ
た
。

〇
五
年
度
に
は
建
築
史
学
、
中
世
史
学
、
美
術
史
学
、
中
世
有
識
故
実
の
各
分
野
の

研
究
発
表
を
通
じ
て
、
一
〇
世
紀
に
お
け
る
神
社
の
変
化
に
つ
い
て
、
学
問
分
野
の

垣
根
を
初
め
て
完
全
に
取
り
払
っ
て
具
体
的
に
議
論
検
証
が
な
さ
れ
た
。

　そ
う
し
た
〇
五
年
度
ま
で
の
研
究
会
に
お
け
る
研
究
発
表
と
議
論
を
通
じ
て
、
多

様
な
専
門
分
野
の
相
互
間
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
一
つ
の
分
野
の
中
に
お
い
て
も
、

神
社
と
神
祇
信
仰
の
歴
史
に
関
し
て
の
意
見
の
相
違
が
存
在
し
、
そ
の
根
の
深
さ
を

改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
根
元
に
横
た
わ
る
「
神
社
と
は
何
で
あ
る
の
か
」

と
い
う
問
題
に
対
し
て
、
よ
り
一
層
の
議
論
が
必
要
で
あ
る
と
理
解
し
、
神
社
と
神

祇
信
仰
の
歴
史
的
研
究
と
い
う
日
本
文
化
論
の
中
心
の
一
つ
を
占
め
る
、
広
範
で
膨

大
な
テ
ー
マ
の
な
か
よ
り
、
神
社
の
成
立
・
一
〇
世
紀
の
変
革
・
中
世
の
一
宮
制
・

近
世
の
神
道
史
・
明
治
維
新
の
神
仏
分
離
と
い
っ
た
、
特
に
重
要
な
論
点
に
絞
っ
て

〇
六
年
度
は
集
中
的
に
議
論
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
研
究
成
果
と
し
て
、
神
社
と
神

祇
信
仰
の
歴
史
に
お
け
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、
研
究
会
に
参
加
し
た
多
く
の
研
究
者

に
よ
る
学
際
的
な
立
場
か
ら
見
た
、
初
め
て
と
も
い
え
る
本
研
究
報
告
書
の
刊
行
に

至
っ
た
。

（
2
）
共
同
研
究
の
組
織
（
◎
は
研
究
代
表
者
、
○
は
管
理
進
行
者
）

［
共
同
研
究
員
］（
共
同
研
究
員
の
所
属
は
二
〇
〇
七
年
三
月
時
点
）

〈
館
外
研
究
員
〉

　井
上

　寛
司

　大
阪
工
業
大
学
情
報
科
学
部

　井
上

　智
勝

　大
阪
歴
史
博
物
館
学
芸
員

　ウ
ル
ズ
ラ
・
フ
ラ
ッ
ヘ

　ド
イ
ツ
・
日
本
研
究
所

　遠
藤

　潤

　
　國

學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所

　小
椋

　純
一

　京
都
精
華
大
学
人
文
学
部

　五
島

　健
児

　八
坂
神
社
文
教
部

　櫻
井

　治
男

　皇
學
館
大
学
社
会
福
祉
学
部

　薗
田

　稔

　
　皇

學
館
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

　橋
本

　政
宣

　東
京
大
学
名
誉
教
授

　東
四
柳
史
明

　金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化
学
部

　藤
森

　馨

　
　国

士
舘
大
学
文
学
部

　北
條

　勝
貴

　上
智
大
学
文
学
部

　三
橋

　健

　
　國

學
院
大
學
神
道
文
化
学
部

　牟
禮

　仁

　
　皇

學
館
大
学
神
道
研
究
所

◎
三
浦

　正
幸

　広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
（
本
館･

客
員
教
員
）

　近
藤

　好
和

　神
奈
川
大
学
（
本
館･

客
員
教
員
）

〈
館
内
研
究
員
〉
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3

　井
原
今
朝
男

　本
館
・
研
究
部
・
教
授

○
新
谷

　尚
紀

　本
館
・
研
究
部
・
教
授

　吉
岡

　眞
之

　本
館
・
研
究
部
・
教
授

　関
沢
ま
ゆ
み

　本
館
・
研
究
部
・
助
教
授

　松
尾

　恒
一

　本
館
・
研
究
部
・
助
教
授

　山
田

　岳
晴

　本
館
・
機
関
研
究
員

　山
口

　え
り

　本
館
・
研
究
部
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト

［
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
］

　有
富

　純
也

　日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

　大
隅

　和
雄

　東
京
女
子
大
学
名
誉
教
授

　加
瀬

　直
弥

　國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
専
任
講
師

　永
田

　忠
靖

　國
學
院
大
學
大
学
院
文
学
研
究
科
特
別
研
究
生

　錦
田

　剛
志

　島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
主
任
学
芸
員

　
　
　
　
　
　
　（

兼
）
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員

　西
田
か
ほ
る

　静
岡
文
化
芸
術
大
学
助
教
授

　幡
鎌

　一
弘

　天
理
大
学
お
や
さ
と
研
究
所
助
教
授

　丸
山

　士
郎

　東
京
国
立
博
物
館
主
任
研
究
員

　山
口

　佳
巳

　広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
院
生

　Ｅ
・
ロ
コ
バ
ン
ト

　東
洋
大
学
法
学
部
教
授

　和
田

　萃

　
　京

都
教
育
大
学
教
育
学
部
教
授

（
3
）
共
同
研
究
の
経
過

［
二
〇
〇
四
年
度
（
平
成
一
六
年
度
）］

第
一
回
研
究
会

　二
〇
〇
四
年
六
月
二
六
・
二
七
日

　国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　三

浦

　正
幸
「
建
築
史
と
神
社
研
究
」

　
　小

椋

　純
一
「
神
社
と
植
生
史
研
究
」

　
　櫻

井

　治
男
「
近
代
日
本
と
神
社
史
」

　
　井

上

　寛
司
「
中
世
史
と
神
社
研
究
」

　
　北

條

　勝
貴
「
古
代
史
と
神
社
研
究
」

　
　薗

田

　稔

　「
神
仏
習
合
の
研
究
視
点
」

　
　ウ

ル
ズ
ラ
・
フ
ラ
ッ
ヘ
「
厳
島
神
社
に
お
け
る
神
仏
分
離
」

　
　三

橋

　健

　「
大
和
言
葉
と
神
社
」

　
　松

尾

　恒
一
「
南
都
寺
院
の
修
正
会
・
修
二
会
」

　
　関

沢
ま
ゆ
み
「
宮
座
祭
祀
と
神
社
研
究
」

　
　新

谷

　尚
紀
「
神
社
祭
祀
研
究
と
民
俗
学
」

第
二
回
研
究
会

　二
〇
〇
四
年
九
月
一
八
・
一
九
日

　国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　近

藤

　好
和
「
儀
仗
と
神
宝
」

　
　井

上

　寛
司
「
中
世
神
社
史
の
概
要
」

　
　松

尾

　恒
一
「
神
事
芸
能
」

　
　小

椋

　純
一
「
日
本
に
お
け
る
植
生
の
歴
史
（
概
要
）」

　
　北

條

　勝
貴
「
神
社
通
史
の
構
想
‥
古
代
（
奈
良
時
代
ま
で
）」

　
　櫻

井

　治
男
「
明
治
初
期
の
「
神
社
」
調
べ
」

　
　三

浦

　正
幸
「
神
社
建
築
」

　
　ウ

ル
ズ
ラ
・
フ
ラ
ッ
ヘ

　
　
　「

現
在
神
道
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
ド
イ
ツ
語
圏
の
日
本
研
究
者
た
ち
」

　
　関

沢
ま
ゆ
み
「
民
俗
学
の
宮
座
論
と
そ
の
分
析
視
角
」

　
　新

谷

　尚
紀
「
神
社
の
通
史
的
研
究
へ
む
け
て
」

第
三
回
研
究
会

　二
〇
〇
四
年
一
一
月
二
〇
・
二
一
日

　国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　Ｅ

・
ロ
コ
バ
ン
ト
「
神
社
は
宗
教
に
あ
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　─

神
社
と
国
家
の
関
係
に
つ
い
て
─
」

　
　北

條

　勝
貴
「
奈
良
時
代
の
神
祇
制
度
と
在
地
祭
祀

　
　
　
　
　
　
　
　
　─

神
祇
令
・
班
奉
幣
・
神
社
統
制
─
」

　
　山

口

　佳
巳
「
仁
治
度
厳
島
神
社
社
殿
の
復
元
に
つ
い
て
」

第
四
回
研
究
会

　二
〇
〇
五
年
三
月
一
・
二
日

　国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
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3

　井
原
今
朝
男

　本
館
・
研
究
部
・
教
授

○
新
谷

　尚
紀

　本
館
・
研
究
部
・
教
授

　吉
岡

　眞
之

　本
館
・
研
究
部
・
教
授

　関
沢
ま
ゆ
み

　本
館
・
研
究
部
・
助
教
授

　松
尾

　恒
一

　本
館
・
研
究
部
・
助
教
授

　山
田

　岳
晴

　本
館
・
機
関
研
究
員

　山
口

　え
り

　本
館
・
研
究
部
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト

［
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
］

　有
富

　純
也

　日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

　大
隅

　和
雄

　東
京
女
子
大
学
名
誉
教
授

　加
瀬

　直
弥

　國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
専
任
講
師

　永
田

　忠
靖

　國
學
院
大
學
大
学
院
文
学
研
究
科
特
別
研
究
生

　錦
田

　剛
志

　島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
主
任
学
芸
員

　
　
　
　
　
　
　（

兼
）
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員

　西
田
か
ほ
る

　静
岡
文
化
芸
術
大
学
助
教
授

　幡
鎌

　一
弘

　天
理
大
学
お
や
さ
と
研
究
所
助
教
授

　丸
山

　士
郎

　東
京
国
立
博
物
館
主
任
研
究
員

　山
口

　佳
巳

　広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
院
生

　Ｅ
・
ロ
コ
バ
ン
ト

　東
洋
大
学
法
学
部
教
授

　和
田

　萃

　
　京

都
教
育
大
学
教
育
学
部
教
授

（
3
）
共
同
研
究
の
経
過

［
二
〇
〇
四
年
度
（
平
成
一
六
年
度
）］

第
一
回
研
究
会

　二
〇
〇
四
年
六
月
二
六
・
二
七
日

　国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　三

浦

　正
幸
「
建
築
史
と
神
社
研
究
」

　
　小

椋

　純
一
「
神
社
と
植
生
史
研
究
」

　
　櫻

井

　治
男
「
近
代
日
本
と
神
社
史
」

　
　井

上

　寛
司
「
中
世
史
と
神
社
研
究
」

　
　北

條

　勝
貴
「
古
代
史
と
神
社
研
究
」

　
　薗

田

　稔

　「
神
仏
習
合
の
研
究
視
点
」

　
　ウ

ル
ズ
ラ
・
フ
ラ
ッ
ヘ
「
厳
島
神
社
に
お
け
る
神
仏
分
離
」

　
　三

橋

　健

　「
大
和
言
葉
と
神
社
」

　
　松

尾

　恒
一
「
南
都
寺
院
の
修
正
会
・
修
二
会
」

　
　関

沢
ま
ゆ
み
「
宮
座
祭
祀
と
神
社
研
究
」

　
　新

谷

　尚
紀
「
神
社
祭
祀
研
究
と
民
俗
学
」

第
二
回
研
究
会

　二
〇
〇
四
年
九
月
一
八
・
一
九
日

　国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　近

藤

　好
和
「
儀
仗
と
神
宝
」

　
　井

上

　寛
司
「
中
世
神
社
史
の
概
要
」

　
　松

尾

　恒
一
「
神
事
芸
能
」

　
　小

椋

　純
一
「
日
本
に
お
け
る
植
生
の
歴
史
（
概
要
）」

　
　北

條

　勝
貴
「
神
社
通
史
の
構
想
‥
古
代
（
奈
良
時
代
ま
で
）」

　
　櫻

井

　治
男
「
明
治
初
期
の
「
神
社
」
調
べ
」

　
　三

浦

　正
幸
「
神
社
建
築
」

　
　ウ

ル
ズ
ラ
・
フ
ラ
ッ
ヘ

　
　
　「

現
在
神
道
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
ド
イ
ツ
語
圏
の
日
本
研
究
者
た
ち
」

　
　関

沢
ま
ゆ
み
「
民
俗
学
の
宮
座
論
と
そ
の
分
析
視
角
」

　
　新

谷

　尚
紀
「
神
社
の
通
史
的
研
究
へ
む
け
て
」

第
三
回
研
究
会

　二
〇
〇
四
年
一
一
月
二
〇
・
二
一
日

　国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　Ｅ

・
ロ
コ
バ
ン
ト
「
神
社
は
宗
教
に
あ
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　─

神
社
と
国
家
の
関
係
に
つ
い
て
─
」

　
　北

條

　勝
貴
「
奈
良
時
代
の
神
祇
制
度
と
在
地
祭
祀

　
　
　
　
　
　
　
　
　─

神
祇
令
・
班
奉
幣
・
神
社
統
制
─
」

　
　山

口

　佳
巳
「
仁
治
度
厳
島
神
社
社
殿
の
復
元
に
つ
い
て
」

第
四
回
研
究
会

　二
〇
〇
五
年
三
月
一
・
二
日

　国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
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4

　
　井

上

　智
勝
「
近
世
の
神
社
と
本
所
」

　
　大

隅

　和
雄
「
文
化
史
に
お
け
る
神
仏
の
上
下
関
係
に
つ
い
て
」

　
　遠

藤

　潤

　「
気
吹
舎
の
学
問
と
吉
田
家
・
白
川
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　─

一
九
世
紀
日
本
社
会
に
お
け
る
意
味
を
め
ぐ
っ
て
─
」

［
二
〇
〇
五
年
度
（
平
成
一
七
年
度
）］

第
一
回
研
究
会

　二
〇
〇
五
年
六
月
四
・
五
日

　国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　藤

森

　馨

　「
神
宮
祭
主
成
立
の
再
検
討
」

　
　三

浦

　正
幸
「
神
社
建
築
史
研
究
の
問
題
点
」

　
　櫻

井

　治
男

　
　
　
　「

近
代
に
お
け
る
地
域
神
社
の
変
容
に
関
す
る
研
究
状
況
と
課
題
」

　
　山

田

　岳
晴
「
安
芸
国
の
玉
殿
と
厳
島
神
社
玉
殿
」

第
二
回
研
究
会

　二
〇
〇
五
年
九
月
一
六
日

　国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　東

四
柳
史
明
「
中
世
能
登
国
石
動
山
に
つ
い
て
」

　

　
　橋

本

　政
宣
「
吉
田
家
の
諸
社
家
官
位
執
奏
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　─

寛
文
九
年
吉
田
執
奏
一
件
を
中
心
に
─
」

　
　井

上

　寛
司
「
中
世
諸
国
一
宮
制
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　─

諸
説
の
批
判
的
検
討
と
今
後
の
研
究
課
題
─
」

　
　薗

田

　稔

　「
山
王
日
吉
社
を
め
ぐ
る
神
仏
関
係
」

第
三
回
研
究
会

　二
〇
〇
五
年
一
二
月
三
・
四
日

　国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　小

椋

　純
一
「
神
社
の
モ
リ
の
移
り
変
わ
り
（
明
治
と
今
と
）」

　
　五

島

　健
児
「
近
世
祇
園
社
の
年
中
行
事
」

　
　三

浦

　正
幸
「
八
坂
神
社
と
神
社
建
築
」

　
　井

上

　寛
司
「
中
世
の
出
雲
大
社
」

　
　丸

山

　士
郎
「
神
像
に
つ
い
て
」

　
　安

達

　文
夫
「
出
雲
大
社
周
辺
の
景
観
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　・

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
の
制
作
に
つ
い
て
」

第
四
回
研
究
会

　二
〇
〇
六
年
二
月
一
〇
・
一
一
日

　国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　新

谷

　尚
紀
「
神
社
と
古
伝
祭
─
民
俗
学
の
視
点
か
ら
─
」

　
　和

田

　萃

　「
古
代
史
か
ら
み
た
カ
ミ
祭
り
」

　
　三

橋

　健

　「
全
国
の
神
社
数
に
つ
い
て
」

［
二
〇
〇
六
年
度
（
平
成
一
八
年
度
）］

第
一
回
研
究
会

　二
〇
〇
六
年
四
月
二
二
・
二
三
日

　国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　テ
ー
マ
‥
古
代
史
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
神
社
の
成
立
を
め
ぐ
る
諸
問
題

　
　錦

田

　剛
志
「〈
神
社
〉
の
成
立
を
め
ぐ
る
研
究
視
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　─

主
と
し
て
考
古
学
の
研
究
動
向
と
展
望
─
」

　
　有

富

　純
也
「
神
社
社
殿
の
成
立
と
律
令
国
家
」

　
　北

條

　勝
貴
「〈
神
社
〉
の
成
立
を
め
ぐ
る
論
点
整
理
」

　討
論
「〈
神
社
〉
の
成
立
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

　テ
ー
マ
‥
近
現
代
史
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
明
治
維
新
期
に
お
け
る
神
仏
分
離
と

　

　
　
　
　地

域
神
社

　
　遠

藤

　潤

　「
明
治
維
新
期
に
お
け
る
神
仏
分
離
を
め
ぐ
る
論
点
整
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　─

阪
本
是
丸
の
論
を
中
心
と
し
て
─
」

　
　櫻

井

　治
男
「
明
治
維
新
期
に
お
け
る
神
仏
分
離
と
地
域
神
社
」

　討
論
「
明
治
維
新
期
に
お
け
る
神
仏
分
離
と
地
域
神
社
」

第
二
回
研
究
会

　二
〇
〇
六
年
八
月
五
・
六
日

　国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　テ
ー
マ
‥
十
世
紀
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
十
世
紀
に
お
け
る
変
革

　
　近

藤

　好
和
「
有
識
故
実
の
成
立
」

　

　
　加

瀬

　直
弥
「
十
世
紀
の
七
道
諸
国
に
お
け
る
神
社
修
造
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史
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・
近
世
神
道
史
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画
期
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弘
「
寛
文
期
に
お
け
る
吉
田
家
を
め
ぐ
る
諸
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　─

執
奏
・
裁
許
・
伝
授
・
勧
請
・
神
学
─
」

　
　井

上

　智
勝
「
寛
文
期
幕
藩
領
主
の
宗
教
政
策
と
思
想
」

　テ
ー
マ
‥
近
世
史
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
近
世
神
道
史
に
お
け
る
論
点
─
神
職
組

　

　
　
　
　織

を
中
心
に
─

　
　西

田
か
ほ
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「
近
世
の
神
職
組
織
─
甲
斐
国
を
中
心
と
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─
」

　
　井

上

　智
勝
「
近
世
の
神
職
組
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に
関
す
る
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例
紹
介
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　討
論
「
近
世
神
道
史
に
お
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る
画
期
と
論
点
」

　テ
ー
マ
‥
古
代
史
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
神
社
の
成
立
を
め
ぐ
る
諸
問
題

　
　山

口

　え
り
「
神
社
の
成
立
と
律
令
国
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　─

広
瀬
大
忌
祭
と
龍
田
風
神
祭
の
再
検
討
─
」

（
4
）
研
究
成
果
の
概
要

　神
社
と
神
祇
信
仰
の
歴
史
研
究
は
、
日
本
文
化
論
に
お
け
る
重
要
な
課
題
で
あ
っ

て
、
本
来
は
非
常
に
広
範
で
学
際
的
な
研
究
分
野
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ

ま
で
日
本
史
・
神
道
史
・
建
築
史
・
美
術
史
・
芸
能
史
・
考
古
学
・
民
俗
学
・
植
生

な
ど
の
個
々
の
研
究
分
野
で
独
自
に
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、「
神
社
」
や
「
神

道
」
と
い
っ
た
基
本
概
念
に
つ
い
て
さ
え
共
通
の
学
術
的
定
義
や
理
解
が
な
さ
れ
て

お
ら
ず
、
そ
の
起
源
や
変
遷
、
あ
る
い
は
そ
の
本
質
や
実
態
を
学
際
的
に
議
論
す
る

に
際
し
て
は
、
大
き
な
支
障
と
な
っ
て
き
た
。

　本
研
究
会
で
は
、
日
本
史
・
神
道
史
・
建
築
史
・
美
術
史
・
民
俗
学
・
植
生
と
い
っ

た
、
神
社
と
神
祇
信
仰
の
研
究
に
か
か
わ
る
ほ
ぼ
す
べ
て
の
分
野
か
ら
の
研
究
者
が

結
集
し
、
初
め
て
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
学
際
的
な
研
究
発
表
と
議
論
を
行
う

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
集
大
成
と
し
て
、
古
代
か
ら
近
現
代
に
至
る
神
社
と
神
祇
信

仰
の
通
史
を
現
段
階
の
研
究
成
果
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
主

た
る
成
果
と
し
て
挙
げ
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
に
包
含
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
付
随
す
る

問
題
と
し
て
、
主
に
考
古
学
者
と
一
部
の
建
築
史
家
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
古

墳
時
代
以
前
の
「
神
殿
」
や
「
祭
殿
」
は
神
社
本
殿
と
み
な
せ
る
か
ど
う
か
、
天
武

朝
の
官
社
制
成
立
を
神
社
本
殿
成
立
と
み
な
せ
る
か
ど
う
か
、
神
社
本
殿
が
仮
設
の

本
殿
か
ら
成
立
し
た
か
ど
う
か
、
二
十
二
社
制
や
諸
国
一
宮
制
が
政
治
史
に
ど
の
程

度
強
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
か
、
近
世
に
お
け
る
宗
教
政
策
や
神
職
組
織
な
ど

が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
明
治
の
神
仏
分
離
の
実
態
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
か
、
神
宝
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
か
、
鎮
守
の
森
は
原
生
樹

林
な
の
か
、
海
外
と
く
に
日
本
研
究
が
盛
ん
な
ド
イ
ツ
か
ら
見
た
神
社
や
神
道
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
、
と
い
っ
た
諸
課
題
に
対
し
て
、
研
究
会
と
し
て
の
一
致
し
た
見

解
を
得
た
り
、
あ
る
い
は
さ
ら
な
る
協
同
研
究
の
必
要
性
を
認
め
た
り
し
た
。
そ
し

て
、
神
社
研
究
に
お
け
る
全
分
野
を
結
集
し
た
初
め
て
の
学
際
的
研
究
会
の
最
大
の

成
果
は
、
こ
れ
ま
で
等
閑
視
さ
れ
た
り
、
分
野
ご
と
に
勝
手
に
認
識
さ
れ
た
り
し
て

き
た
諸
課
題
に
対
し
て
、
一
定
の
共
通
理
解
を
な
し
、
神
社
と
神
祇
信
仰
の
完
全
な

る
歴
史
を
記
述
す
る
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　そ
の
集
大
成
と
な
る
本
研
究
報
告
書
は
、
研
究
会
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
て
神

社
と
神
祇
信
仰
の
通
史
を
記
述
す
る
と
と
も
に
、
以
上
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、
研
究

会
参
加
者
に
よ
る
最
新
の
研
究
成
果
を
収
め
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
研
究
報

告
書
に
掲
載
さ
れ
る
通
史
や
研
究
論
文
等
は
、
今
後
さ
ら
な
る
研
究
の
深
化
と
拡
大

の
基
本
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
種
の
研
究
会
の
継
続
が
今
後
と
も
必
要
な
こ

と
を
付
け
加
え
た
い
。

　ま
た
、
こ
の
基
幹
研
究
と
連
動
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
が
、
事

前
研
究
で
も
あ
っ
た
個
別
共
同
研
究
「
神
社
の
多
面
性
に
関
す
る
資
料
論
的
研
究
」
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（
二
〇
〇
一
～
〇
二
年
度
）
お
よ
び
、
歴
博
の
企
画
展
示
「
日
本
の
神
々
と
祭
り

　

神
社
と
は
何
か
？
」（
展
示
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
二
〇
〇
三
～
〇
五
年
度
）
の
開

催
（
二
〇
〇
六
年
三
月
～
五
月
）
で
あ
る
。
そ
の
企
画
展
示
も
こ
の
基
幹
研
究
の
研

究
成
果
の
公
表
の
一
つ
の
大
き
な
柱
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

＊
各
論
文
文
末
に
記
載
さ
れ
て
い
る
執
筆
者
の
所
属
は
、
論
文
投
稿
時
の
所
属
で
あ
る
。

（
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
代
表
者
）


